
中
小
企
業
技
術
経
営
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
を
開
催

　

専
門
職
大
学
院
（
大
学
院

技
術
経
営
研
究
科
）
で
は
５

月
23
日
（
土
）、
開
学
10
周

年
を
記
念
し
、
中
小
企
業
技

術
経
営
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
を
学

士
会
館
（
千
代
田
区
神
保

町
）
に
お
い
て
開
催
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
柳
澤

理
事
長
に
よ
る
開
会
挨
拶
の

　

梅
雨
の
晴
れ
間
と
な
っ
た

６
月
28
日
（
日
）、
本
学
宮

代
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
友
会
館

ホ
ー
ル
に
て
学
園
協
議
会
が

開
催
さ
れ
た
。

　

学
園
創
立
か
ら
１
０
８
周

年
と
な
る
今
回
は
、
大
川
名

誉
理
事
長
を
は
じ
め
と
す
る

理
事
・
監
事
・
評
議
員
、
法

人
本
部
、
駒
場
中
学
・
高
等

学
校
、
専
門
職
大
学
院
、
神

田
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学

校
、
そ
し
て
本
学
の
教
職
員

と
、
総
勢
１
０
０
名
を
超
え

る
学
園
の
関
係
者
が
出
席
し

た
。

　

当
日
は
、
ま
ず
午
前
10
時

よ
り
、
主
に
平
成
26
・
27
年

度
に
駒
場
中
学
・
高
等
学
校

へ
入
職
し
た
教
員
を
対
象
と

し
て
宮
代
キ
ャ
ン
パ
ス
の
見

学
会
が
開
催
さ
れ
た
。
波
多

野
学
長
か
ら
の
挨
拶
の
後
、

工
業
技
術
博
物
館
や
超
高
電

圧
研
究
セ
ン
タ
ー
、
Ｌ
Ｃ
セ

ン
タ
ー
な
ど
学
内
６
箇
所
の

施
設
を
１
時
間
半
か
け
て
周

り
、
見
学
者
た
ち
は
各
施
設

の
設
備
に
見
入
っ
て
い
た
。

　

そ
し
て
、
午
前
11
時
45
分

よ
り
、
柳
澤
理
事
長
の
挨
拶

で
第
８
回
目
と
な
る
学
園
協

議
会
が
幕
を
開
け
た
。

　

学
園
創
立
１
１
０
周
年
、

大
学
設
立
50
周
年
を
目
前
に

控
え
た
今
回
の
講
演
は
、

「『
学
園
強
靭
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
』
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ

に
柳
澤
理
事
長
よ
り
行
わ
れ

た
。
若
年
人
口
が
減
少
す
る

厳
し
い
環
境
の
中
、
教
学
運

営
・
管
理
運
営
を
強
靭
化

し
、
ど
の
よ
う
に
学
園
を
改

革
し
て
い
く
の
か
、
未
来
を

見
据
え
た
話
に
、
参
加
者
は

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

　

続
い
て
会
場
を
第
一
食
堂

に
移
し
、
第
２
部
の
懇
親
会

が
行
わ
れ
た
。
普
段
な
か
な

か
会
う
こ
と
の
で
き
な
い
学

園
関
係
者
同
士
が
一
堂
に
会

す
る
場
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
終
始
話
が
尽
き
ず
、
に

ぎ
や
か
な
会
と
な
っ
た
。
ま

た
、
今
年
度
は
大
学
の
見
学

会
に
参
加
し
た
駒
場
中
学
・

高
等
学
校
教
員
も
学
園
協
議

会
、
懇
親
会
に
参
加
し
、
自

己
紹
介
を
し
た
り
、
見
学
会

で
見
た
設
備
や
大
学
の
感
想

を
述
べ
た
り
、
親
睦
を
深
め

る
良
い
機
会
と
な
っ
た
。

後
、
中
小
企
業
庁
企
画
課
調

査
室
水
野
正
人
室
長
が
「
中

小
企
業
白
書
２
０
１
５
年
の

ポ
イ
ン
ト
」
を
テ
ー
マ
に
基

調
講
演
を
行
っ
た
。
続
い
て

「
中
小
企
業
の
成
長
と
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
」
を
テ
ー
マ

に
、
先
進
的
な
中
小
企
業
経

営
者
、
金
融
機
関
、
公
的
支

援
機
関
、
大
学
な
ど
産
学
官

で
構
成
さ
れ
る
「
中
小
企
業

技
術
経
営
研
究
会
」
の
メ
ン

バ
ー
よ
り
、
今
後
の
中
小
企

業
の
活
性
化
に
向
け
た
「
経

営
者
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
の

醸
成
」「
次
世
代
型
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
」
の
実
現
な
ど
に

関
す
る
具
体
策
が
提
案
さ
れ

た
。
参
加
者
は
中
小
企
業
経

営
者
、
自
治
体
、
金
融
機
関

関
係
者
な
ど
で
満
席
の
２
５

０
人
で
あ
っ
た
。

　

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に

は
、
本
技
術
経
営
研
究
科
の

１
期
か
ら
10
期
ま
で
の
修
了

生
と
現
役
院
生
な
ど
１
２
０

人
が
参
加
。
波
多
野
学
長
の

挨
拶
、
初
代
研
究
科
長
村
川

正
夫
名
誉
教
授
の
乾
杯
の
音

頭
に
始
ま
り
、
本
年
度
の
Ｍ

Ｏ
Ｔ
大
賞
受
賞
者
で
あ
る
株

式
会
社
住
田
光
学
ガ
ラ
ス
の

大
和
紀
雄
氏
（
７
期
生
）
の

表
彰
の
後
、
各
期
別
に
修
了

生
・
現
役
院
生
が
順
番
に
自

己
紹
介
、
近
況
報
告
な
ど
を

行
い
、
各
期
を
越
え
た
交
流

が
進
ん
だ
。
ま
た
、
多
数
の

専
任
教
授
や
客
員
教
授
、
元

教
授
も
参
加
し
、
修

了
生
と
の
親
交
を
深

め
た
。
解
散
後
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を

持
ち
な
が
ら
二
次

会
、
三
次
会
へ
と
分

か
れ
て
い
っ
た
。

　

修
了
生
は
現
在
２

６
４
人
で
あ
る
が
、

５
年
後
に
は
５
０
０

人
以
上
の
修
了
生
輩

出
を
目
指
し
て
お

り
、
わ
が
国
の
中
堅

中
小
企
業
活
性
化
の
重
要
拠

点
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。

専
門
職
大
学
院
開
学
10
周
年
記
念

学
園
創
立
１
０
８
周
年　

学
園
協
議
会
開
催

ホームカミングデーには120名が参加し、旧交を温めた

コンテストの参加者を募集しています ! !

3D-CAD プロダクトデザインコンテスト事務局　長坂保美
TEL：0480-33-7619　E-mail：nagasaka@nit.ac.jp
http://leo.nit.ac.jp/̃nagasaka/pd-contest/

3次元CADを駆使し、斬新か
つ独創的なアイデアをコン
ピュータ上で表現してください。
対象は高校生で、テーマ、CG、
自由の3部門。優秀作品は加工
して展示後、お渡しします。

作品送付先／お問い合わせ先

第７回3D-CADプロダクトデザインコンテスト

創造システム工学科　櫛橋康博
TEL：0480-33-7718　E-mail：kusihasi@nit.ac.jp
http://ise.nit.ac.jp/mrc.html

約１インチサイズの小型ロボッ
トによるライントレース競技。初
心者でも競技参加しやすいよう
ノビス部門も設置しています。
全員完走を目標に、今夏も学内
外で講習会を実施します。

お問い合わせ先

開催日エントリー
締切 9/128/29

第９回 マイクロロボコン高校生大会
結果発表
表彰式

エントリー
締切 10/258/22

建築設計競技委員会
TEL：0480-33-7681　E-mail：kenchiku-compe@nit.ac.jp
http://www3.nit.ac.jp/kenchiku/compe.html

建築を学ぶ高校生を対象とし
た建築設計の腕試しの場とし
て、また本学建築デザイン学群
の設計教育活動の一環として、
毎年開催しています。今回の課
題は「つながる家」です。

作品提出先／お問い合わせ先 申込先／お問い合わせ先

第29回 建築設計競技

スターリングテクノラリー技術会事務局　松尾政弘
TEL&FAX：048-858-3098　E-mail：stirling@jcom.home.ne.jp

人間乗車、RC、宙返り耐久、ミニ
速度、マイクロ、クーラの6クラ
スで、自作スターリングサイクル
機器の性能とアイデアを競い
ます。小・中・高・大学生から
一般の方まで参加できます。

開催日申込締切 11/79/10
第19回 スターリングテクノラリー

入賞発表提出期限 9月上旬8/27

http://members.jcom.home.ne.jp/stirling/

プロジェクトについて講演する柳澤理事長

協議を行う4大学の学長（波多野学長は右奥）

「
学
園
強
靭
化
プ
ロ
ジ
ェク
ト
」に
つ
い
て

柳
澤
理
事
長
講
演

学
園
創
立
１
１
０
周
年
、大
学
設
立
50
周
年
を
見
据
え
た

彩
の
国
連
携
力
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

学
長
会
議
を
開
催

　

６
月
25
日
（
木
）、
埼
玉

県
立
大
学
、埼
玉
医
科
大
学
、

城
西
大
学
と
本
学
で
実
施
し

て
い
る
「
彩
の
国
連
携
力
育

成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
学
長

会
議
が
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ

ィ
の
会
議
室
で
開
催
さ
れ

た
。
同
会
議
の
目
的
は
、
学

長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ

っ
て
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
確

実
に
進
捗
さ
せ
る
た
め
、
４

大
学
の
学
長
が
集
ま
り
、
取

り
組
み
の
現
状
と
今
後
の
計

画
を
確
認
・
協
議
す
る
こ
と

で
あ
る
。年
１
回
開
催
さ
れ
、

今
回
で
３
回
目
と
な
っ
た
。

本
学
の
波
多
野
学
長
を
含
む

４
大
学
の
学
長
と
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
メ
ン
バ
ー
の
代
表
、
埼

玉
県
保
健
医
療
部
保
健
医
療

政
策
課
の
職
員
ら
総
勢
32
名

が
出
席
し
た
。
議
長
校
は
持

ち
回
り
と
さ
れ
、
今
年
度
は

城
西
大
学
が
担
当
し
た
。

　

ま
ず
専
門
職
連
携
（
Ｉ
Ｐ

Ｗ
）
関
連
科
目
の
共
同
開
講

に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
、

昨
年
度
の
事
業
報
告
が
行
わ

れ
た
。
続
い
て
外
部
評
価
委

員
会
と
文
科
省
に
よ
る
中
間

評
価
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

文
科
省
の
評
価
は
ま
だ
通
達

さ
れ
て
い
な
い
が
、
外
部
評

価
委
員
会
か
ら
概
ね
順
調
と

評
価
さ
れ
た
旨
が
報
告
さ
れ

た
。
有
益
な
取
り
組
み
で
あ

り
周
知
が
望
ま
し
い
、
教
育

効
果
の
評
価
手
法
の
検
討
が

必
要
等
、
評
価
委
員
会
か
ら

の
意
見
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
協
議
事
項
で
あ

る
今
年
度
の
事
業
計
画
に
つ

い
て
説
明
が
な
さ
れ
、
質
疑

応
答
の
後
、
了
承
さ
れ
た
。

最
後
に
、
５
年
度
に
亘
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
４
年
度
目
を

迎
え
た
こ
と
か
ら
、
改
め
て

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
を

４
大
学
の
教
育
内
容
に
反
映

さ
せ
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ

れ
た
。
今
年
度
、
文
科
省
の

補
助
期
間
終
了
後
の
取
り
組

み
に
向
け
た
行
動
計
画
を
策

定
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
学

長
会
議
を
経
て
、
同
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
ま
す
ま
す
の
進

捗
が
期
待
さ
れ
る
。

通 信
第 号

http://www.nit.ac.jp
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５
月
19
日
（
火
）、
20
日

（
水
）
の
２
日
間
に
わ
た
っ

て
、
①
環
境
目
的･

目
標
、

実
施
計
画
の
進
捗
状
況･

達

成
度
②
法
的
お
よ
び
そ
の
他

の
全
要
求
事
項
の
順
守
③
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
に
お

い
て
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
が
機
能
し
、

か
つ
、
次
年
度
の
目
的
・
目

標
に
適
正
に
反
映
さ
れ
る
環

境
管
理
活
動
の
検
証
④
内
部

監
査
の
厳
格
な
実
施
等
の
４

項
目
を
重
点
に
審
査
が
行
わ

れ
た
。

　

初
日
は
、
代
表
経
営
責
任

者
と
環
境
管
理
責
任
者
へ
の

ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
。
ま
た
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ

　

本
年
度
は
経
済
産
業
省
か

ら
「
数
値
目
標
を
伴
わ
な
い

節
電
」
の
要
請
が
あ
り
、
埼

玉
県
地
球
温
暖
化
対
策
推
進

条
例
の
削
減
目
標
率
（
基
準

値
）
は
、
基
準
年
（
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
：
Ｈ
17
年
〜
19
年
の

平
均
値
）
比
15
％
削
減
が
目

標
と
さ
れ
て
い
る
。
本
学
で

は
例
年
同
様
「
快
適
な
教
育

環
境
と
持
続
的
発
展
が
可
能

な
地
球
環
境
の
保
全
」
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
基
準
値
を
20
％

削
減
と
し
て
定
め
、
７
月
１

日
（
水
）
〜
９
月
30
日
（
水
）

の
８
時
30
分
〜
21
時
の
期
間

で
節
電
に
取
り
組
む
。
具
体

的
に
は
①
照
明
削
減
の
継
続

（
節
電
率
30
％
削

減
／
月
）

②
空
調
機

の
輪
番
５

分
間
停
止

（
30
分
間
の

内
５
分
停
止
）

対
象
時
間
は

10
時
〜
18
時
③
外
気
温
度
26

度
以
下
で
空
調
（
熱
源
）
停

止
④
節
電
ポ
ス
タ
ー
に
よ
る

啓
発
等
で
あ
る
。

活
動
（
持
続
可
能
な
社
会
づ

く
り
の
担
い
手
を
育
む
教

育
）
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や

主
任
内
部
環
境
監
査
員
に
対

す
る
審
査
。
な
か
で
も
、
関

連
法
規
制
で
は
「
順
守

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
作
成
で
評

価
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
」、「
法

規
制
届
出
と
集
計
年
度
を
合

致
さ
せ
た
Ｉ
Ｓ
Ｏ
年
度
へ
の

改
訂
で
業
務
を
効
率
化
」
し

た
点
が
高
評
価
を
得
た
。
二

日
目
の
現
場
監
査
で
は
、
本

年
度
対
象
の
４
部
門
と
環
境

関
連
施
設
の
審
査
。
緊
急
事

態
へ
の
対
応
と
し
て
キ
ャ
ン

パ
ス
に
設
置
し
た
「
防
災
用

井
戸
水
浄
化
装
置
」
は
、
さ

ら
な
る
安
心
・
安
全
体
制
の

確
立
、
ま
た
地
域
の
防
災
拠

点
と
し
て
も
貢
献
で
き
る
と

し
て
評
価
さ
れ
た
。
総
括
で

は
組
織
の
Ｅ
Ｍ
Ｓ
が
継
続
的

に
維
持
改
善
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
確
認
。
特
に
、『
５
つ

星
エ
コ
大
学
受
賞
』
は
、

「
活
動
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
繋
が
っ
て

い
る
」と
の
評
価
で
あ
っ
た
。

生活環境デザイン学科・足立研究室での審査

社会人大学院生　募集
（日本工業大学大学院　社会人特別選抜）

本学で先端技術研究の取り組みを

◆大学院工学研究科（博士前期課程・博士後期課程）

お問合せ先：教務部教務課　大学院入試係
TEL　0480-33-7507　URL　http://www.nit.ac.jp

■平成28年度　大学院　社会人特別選抜入試日程
日程

出願期間
平成27年9月18日～9月25日
平成28年2月10日～2月17日

面接試験
10月1日
2月24日

手続締切
平成28年1月21日
平成28年3月10日

合格発表
10月9日
3月4日

一次募集
二次募集

＊環境共生システム学専攻　　＊機械システム工学専攻
＊電子情報メディア工学専攻　＊建築デザイン学専攻

入試種別 併願の可否 内　　　容 日　　　　程

特別奨学生入試

第1期
単　願

第2期
併願可

奨学生には、１年次の授業料
の全額（98万円）または半額
（49万円）を免除
第１期
・書類審査および面接による
選考
第２期
・筆記試験、調査書および
面接による選考
・検定料割引制度あり

第1期 第2期
申込期間  9/ 1（火）〜9/ 8（火）
面接日と面接会場  9/12（土）本学
内定日  9/16（水）

出願期間  9/17（木）〜9/30（水）
 1/ 6（水）〜1/22（金）
＊出願書類を持参する場合には、1/23（土）・25
（月）に入試室窓口で出願を受け付けます。

試験日と試験会場  1/31（日）〜2/ 2（火）　本学
＊1/31（日）〜2/2（火）のうち、１日を選択して受験。

合格発表日 10/10（土）  2/ 6（土）　16：00
入学手続
締切日

第1回 10/20（火）
 3/10（木）

第2回  1/19（火）

専門高校入試
（Ｓ工業科）

併願可

・書類審査および面接による
選考
・工業科の生徒を対象
・国公立大学等との併願に
最適

申込期間  9/ 1（火）〜 9/ 8（火）
面接日と面接会場  9/12（土）本学
内定日  9/16（水）
出願期間  9/17（木）〜 9/30（水）
合格発表日 10/10（土）
入学手続締切日  1/19（火）

専門高校入試
（B工業科）

併願可

・書類審査および面接による
選考
・工業科の生徒を対象
・公募制

第1期 第2期
出願期間 11/ 2（月）〜11/6（金） 11/24（火）〜12/ 8（火）

面接日と面接会場 11/13（金）東京
11/14（土）本学

12/11（金）東京
12/12（土）本学

合格発表日 11/25（水） 12/19（土）
入学手続
締切日

第1回 12/ 1（火）
 1/19（火）

第2回  1/19（火）

ＡＯ入試

ＡＯエントリー入試

ＡＯコーディネータ
入試

併願可

ＡＯエントリー入試
・適性評価（面談・提出課題）
および書類審査（エントリー
シート・調査書）による選考
ＡＯコーディネータ入試
・書類審査および面接による
選考

第1期 第2期 第3期 第4期

AO
エントリー
入試

エントリー
期間 8/1（土）〜8/5（水） 9/12（土）〜9/18（金）

11/4（水）〜11/12（木）
※11/21（土）の進学相談
会でエントリー可（同
日に第1回面談を実施）

1/29（金）〜2/25（木）

面談日 8/1（土）・2（日）・22（土）・29（土） 9/13（日）・19（土）・26（土）・10/3（土） 11/21（土）・28（土） 書類受理後に連絡
内定日 9/1（火） 10/8（木） 12/1（火） 3/3（木）まで

コーディネータ入試の申込期間 8月1日（土）〜平成28年2月25日（木）まで、随時受付
出願期間 9/2（水）〜9/7（月） 10/9（金）〜10/14（水） 12/3（木）〜12/10（木） 2/26（金）〜3/7（月）
選考 書類審査等
合格発表日 9/12（土） 10/24（土） 12/19（土） 3/14（月）
入学手続
締切日

第1回 9/24（木） 11/ 5（木）
 1/19（火） 3/24（木）

第2回 1/19（火）  1/19（火）

一般推薦入試
（公募制）

併願可

・書類審査および面接による
選考
・専門高校（工業科）以外の
生徒を対象
・公募制

第1期 第2期
出願期間 11/ 2（月）〜11/ 6（金） 11/24（火）〜12/ 8（火）

面接日と面接会場 11/13（金）東京
11/14（土）本学

12/11（金）東京
12/12（土）本学

合格発表日 11/25（水） 12/19（土）
入学手続
締切日

第1回 12/ 1（火）
 1/19（火）

第2回  1/19（火）

一般入試 併願可
・筆記試験および調査書によ
る選考
・検定料割引制度あり

一般入試Ａ 一般入試Ｂ

出願期間
1/6（水）〜1/22（金）＊
＊本学会場における受験を希望する方で、出願
書類を持参する場合には、1/23（土）・25（月）
も入試室窓口で出願を受け付けます。

2/2（火）〜2/12（金）＊
＊本学会場における受験を希望する方で、出願
書類を持参する場合には、2/13（土）も入試室
窓口で出願を受け付けます。

試験日
・試験日を変えて、
同一学科の複数回
受験あるいは他学
科の受験が可能

1/31（日）本学・郡山・水戸・高崎
柏・東京・横浜・静岡

2/ 1（月）本学・仙台・東京・新潟・長野・富山
2/ 2（火）本学・宇都宮・千葉・東京

2/18（木）本学・東京

合格発表日 2/ 6（土）16：00 2/24（水）16：00
入学手続締切日 2/16（火） 3/ 2（水）

センター利用入試 併願可

・平成28年度大学入試センタ
ー試験で、本学が指定する
教科・科目の成績および調
査書による選考
・検定料割引制度あり

センター利用入試Ａ センター利用入試Ｂ センター利用入試Ｃ

出願期間 1/6（水）〜1/28（木）
2/2（火）〜2/12（金）＊

＊出願書類持参の方に限り、
2/13（土）も入試室窓口にて
出願を受け付けます。

2/26（金）〜3/7（月）

センター試験実施日 1/16（土）・17（日） ※本学での個別学力試験等は実施いたしません
合格発表日 2/6（土）16：00 2/24（水）16：00 3/14（月）
入学手続締切日 2/16（火） 3/2（水） 3/24（木）

・専門高校入試（Ａ工業科）および一般推薦入試（指定校）については、2016受験ガイドおよび募集要項をご確認ください。
・お問い合わせ先：入試室　　℡0120-250-267

平成28年度入試概要
・各入試の詳細は、それぞれの「募集要項」でご確認ください。

組
織
的
な
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の

継
続
的
な
維
持
改
善
を
高
評
価

照
明
削
減
、空
調
輪
番
停
止
な
ど
で

Ｃ
Ｏ
２
の
20
％
削
減
を
目
指
す

  
Ｉ
Ｓ
Ｏ
定
期
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
審
査
報
告

  

今
夏
の
節
電
へ
の
取
組
み

学
び
続
け
る
こ
と
の
重
要
性

専
門
職
大
学
院
だ
よ
り

　

変
化
の
ス
ピ
ー
ド
が
増
し

て
き
た
今
日
に
お
い
て
成
果

を
出
す
た
め
に
は
、
ラ
ー
ニ

ン
グ
・
ア
ジ
リ
テ
ィ
（
学
習

機
敏
性
）
が
重
要
に
な
っ
て

き
て
い
る
。
こ
れ
は
、
常
に

新
し
い
知
識
や
情
報
を
得
な

が
ら
実
際
に
試
行
し
、
そ
の

経
験
か
ら
素
早
く
学
び
、
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
初
め
て

の
環
境
下
で
も
、
そ
の
学
び

を
応
用
し
て
成
功
に
導
く
こ

と
が
で
き
る
能
力
を
指
す
。

　

専
門
職
大
学
院
に
お
い
て

社
会
人
学
生
と
接
し
て
い
る

と
、
正
に
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
ア

ジ
リ
テ
ィ
を
発
揮
し
て
い
る

こ
と
を
肌
で
感
じ
ら
れ
る
。

実
際
に
授
業
で
学
ん
だ
こ
と

を
職
場
で
実
践
し
、
次
の
授

業
に
は
そ
の
結
果
か
ら
学
ん

だ
こ
と
を
ベ
ー
ス
に
提
案
し

て
く
る
。
こ
れ
は
学
習
し
た

知
識
を
経
験
に
変
え
て
い

き
、
経
験
か
ら
学
ぶ
こ
と
と

な
る
。

　

こ
の
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
ア
ジ

リ
テ
ィ
を
阻
害
す
る
要
因
と

し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
が

「
自
己
防
衛
」
で
あ
る
。
本

能
的
に
他
者
か
ら
の
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
を
「
自
分
を
攻
撃

し
て
い
る
も
の
」
と
脅
威
に

感
じ
て
し
ま
う
人
が
多
い
。

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
心
理

学
部
教
授
の
キ
ャ
ロ
ル
・

ド
ゥ
エ
ッ
ク
は
、
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
を
受
け
入
れ
な
い
の

は
「
自
分
が
賢
く
見
ら
れ
た

い
」
と
い
う
気
持
ち
か
ら

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
は
自
分
を

否
定
し
て
い
る
と
感
じ
、
反

発
し
て
し
ま
う
と
言
っ
て
い

る
。
逆
に
「
学
習
し
た
い
」

と
い
う
気
持
ち
が
強
い
人

は
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
自

分
の
学
習
の
一
助
と
し
て
捉

え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

る
。

　

こ
う
し
て
考
え
る
と
、
学

習
す
る
の
は
学
校
だ
け
で
は

な
く
、
ど
の
よ
う
な
場
所
で

も
可
能
な
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
学
ん
だ
こ
と
を
実
践

す
る
こ
と
が
重
要
な
の
も
明

白
で
あ
る
。
実
践
を
継
続
す

る
た
め
に
は
、
そ
の
た
め
の

イ
ン
プ
ッ
ト
、
す
な
わ
ち
学

習
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
学
習
に
は
終
わ
り
が
な

い
。
成
績
に
一
喜
一
憂
す
る

だ
け
で
は
な
く
、
更
に
自
分

が
学
ん
で
い
く
た
め
の
ヒ
ン

ト
で
あ
る
と
捉
え
て
も
ら
い

た
い
。
更
に
自
分
か
ら

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
も
ら
い

に
行
く
姿
勢
が
あ
る
と
、
よ

り
効
果
的
で
あ
る
。

　

一
緒
に
学
び
続
け
て
い
け

る
こ
と
を
期
待
す
る
。

大
学
院
技
術
経
営
研
究
科　

教
授　

萬
代　

憲
司

に
、
脳
の
仕
組
み
や
働
き
、

「
脳
の
原
則
８
カ
条
」
な
ど

に
つ
い
て
解
説
。「
脳
が
働

く
人
を
育
て
る
」
と
い
う

キ
ー
ワ
ー
ド
が
示
さ
れ
た
。

　

今
回
の
懇
親
会
は
、
工
友

会
総
会
参
加
者
と
初
め
て
合

同
で
開
催
さ
れ
た
。
大
学
教

職
員
と
の
交
流
の
輪
が
広
が

る
と
と
も
に
、
同
じ
卒
業
生

と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
情
報

交
換
が
活
発
に
行
わ
れ
た
。

間
も
な
く
節
目
と
な
る
大
学

を
改
め
て
見
つ
め
直
し
、
在

学
当
時
の
思
い
出
を
大
い
に

語
る
よ
い
機
会
と
し
て
、
今

後
も
参
加
を
期
待
し
た
い
。

進
」
と
題
し
て
高
校
三
年
間

の
取
り
組
み
報
告
が
あ
り
、

次
に
、
埼
玉
県
北
葛
飾
郡
杉

戸
町
立
杉
戸
中
学
校
教
頭
田

口
弘
氏
よ
り
「
も
の
づ
く
り

人
づ
く
り
」
と
題
す
る
、
自

身
の
経
験
を
踏
ま
え
た
提
言

が
あ
っ
た
。

　

続
い
て
、
波
多
野
学
長
よ

り
学
園
創
立
１
１
０
周
年
、

大
学
設
立
50
周
年
記
念
事
業

等
に
つ
い
て
、
画
像
を
交
え

て
説
明
が
行
わ
れ
た
。

　

講
演
会
で
は
脳
科
学
教
育

研
究
所
長
の
桑
原
清
四
郎
氏

が
「
最
新
の
脳
科
学
の
知
見

に
学
ぶ
こ
と
」
を
テ
ー
マ

委
員
長
加
藤
秀
次
東
京
都
立

蔵
前
工
業
高
等
学
校
長
）
を

開
催
し
た
。全
国
の
中
学
校
、

高
校
等
の
教
職
員
と
工
友
会

総
会
参
加
者
約
70
名
に
加

え
、
大
学
教
職
員
、
学
生
１

２
０
名
以
上
が
参
加
し
た
。

　

初
め
に
、
教
職
員
研
究
発

表
は
、
埼
玉
県
立
浦
和
工
業

高
等
学
校
教
諭
村
田
憲
一
郎

氏
か
ら
「
社
会
に
貢
献
で
き

る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
た

キ
ャ
リ
ア
教
育
計
画
の
推

　

６
月
13
日
（
土
）、
学
友

会
館
ホ
ー
ル
他
で
「
本
学
卒

業
教
職
員
の
集
い
」（
実
行最新の脳科学について解説する桑原氏

講
演
会
、
懇
親
会
を
開
催

本
学
卒
業
教
職
員
の
集
い

学生が制作した
節電喚起ポスター
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精
密
測
定
技
術
振
興
財
団

品
質
工
学
賞
論
文
賞
受
賞

日
本
建
築
学
会

奨
励
賞
受
賞

植
物
の
光
感
受
性
変
換
機
構

共
同
研
究
の
成
果
を
発
表

日
本
建
築
学
会

作
品
選
集
新
人
賞
受
賞

る
学
科
も
あ
る
。

　

特
徴
的
な
の
は
、
も
の
づ

く
り
環
境
学
科
で
あ
る
。
宿

泊
場
所
は
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の

合
宿
所
で
あ
っ
た
。
食
材
の

買
い
出
し
か
ら
始
め
る
夕
食

作
り
や
ス
ポ
ー
ツ
競
技
の
イ

ベ
ン
ト
な
ど
の
企
画
を
盛
り

込
ん
だ
。
し
か
も
こ
れ
ら
企

画
の
運
営
を
上
級
生
が
担
当

し
た
。
上
級
生
に
と
っ
て
も

格
好
の
Ｐ
Ｂ
Ｌ
（
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
・
ベ
ー
ス
ト
・
ラ
ー
ニ

ン
グ
）
に
な
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
い
ず
れ
の
学
科
と
も
に

新
入
生
に
は
好
評
で
あ
り
、

友
達
作
り
の
き
っ
か
け
と

な
っ
た
と
回
答
す
る
学
生
は

８
割
を
超
え
て
い
る
。
来
年

度
以
降
の
さ
ら
な
る
展
開
に

期
待
し
た
い
。

め
に
各
学
科
の
フ
レ
ッ
シ
ュ

マ
ン
キ
ャ
ン
プ
の
内
容
と
成

果
の
報
告
が
あ
っ
た
。
そ
の

後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
科
に
引

率
と
し
て
帯
同
し
た
事
務
職

員
が
意
見
を
述
べ
た
。

　

各
学
科
の
実
施
内
容
に
は

そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
が
あ
り
、

体
験
を
重
視
し
た
見
学
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
を
入
れ
る
学
科

も
あ
れ
ば
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
中
心
と
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り

合
う
こ
と
を
重
視
し
た
企
画

の
学
科
も
あ
る
。
開
催
場
所

も
、
遠
方
へ
出
か
け
る
学
科

も
あ
れ
ば
、
学
内
を
活
用
す

で
あ
る
。
平
成
25
年
度
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

こ
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン

キ
ャ
ン
プ
が
今
年
で
３
回
を

数
え
た
こ
と
か
ら
一
区
切
り

を
つ
け
、「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
」
と

題
し
た
文
字
通
り
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
サ
イ
ク
ル
を
達
成
さ

せ
る
べ
く
６
月
11
日
（
木
）

に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ

れ
た
。

　

試
行
錯
誤
か
ら
始
ま
っ
た

こ
の
取
り
組
み
も
３
年
が
経

過
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
科
に

は
確
か
な
ノ
ウ
ハ
ウ
が
蓄
積

さ
れ
て
き
て
い
る
。
今
回
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
は
じ

　

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
キ
ャ
ン

プ
は
、
入
学
直
後
に
新
入
生

同
士
、
さ
ら
に
は
新
入
生
と

教
員
お
よ
び
上
級
生
と
の
交

流
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

お
互
い
の
親
睦
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
取
り
組
み

　

建
築
学
科
の
吉
村
英
孝
准

教
授
が
日
本
建
築
学
会
の
２

０
１
５
年
作
品
選
集
新
人
賞

を
受
賞
し
た
。
受
賞
作
品
名

は
「
日
本
工
業
大
学
Ｗ
２

棟
」。
表
彰
式
は
９
月
に
執

り
行
わ
れ
る
。

　

同
学
会
が
毎
年
発
行
し
て

い
る
作
品
選
集
の
掲
載
作
品

の
中
で
学
術
、
技
術
、
芸
術

の
総
合
的
視
点
か
ら
特
に
優

れ
た
作
品
が
作
品
選
奨
と
し

て
選
考
さ
れ
、
こ
の
う
ち
40

歳
未
満
の
筆
頭
設
計
者
に
贈

ら
れ
る
の
が
本
賞
で
あ
る
。

ト
原
料
の
石
灰
や
鉄
鋼
ス
ラ

グ
の
粉
砕
プ
ラ
ン
ト
な
ど
、

産
業
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
大
型

プ
ラ
ン
ト
の
現
地
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
技
術
と
し
て
実
用
化
さ

れ
て
い
る
。

　

受
賞
に
際
し
二
ノ
宮
准
教

授
は
「
産
学
連
携
の
研
究
と

し
て
実
施
し
た
成
果
が
評
価

さ
れ
大
変
嬉
し
い
。
今
後
も

実
社
会
に
役
に
立
つ
研
究
や

技
術
開
発
を
行
っ
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
て
い
る
。

よ
り
、
現
場
の
技
能
保
持
者

の
能
力
に
左
右
さ
れ
ず
、
安

定
し
た
加
工
が
期
待
で
き

る
。
加
工
の
安
定
化
に
加

え
、
砥
石
摩
耗
制
御
お
よ
び

消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
低
減
効

果
に
つ
い
て
も
評
価
さ
れ

た
。
石
炭
火
力
発
電
用
の
竪

型
ミ
ル
を
は
じ
め
、
セ
メ
ン

業
の
効
率
性
及
び
心
理
評
価

―
研
究
執
務
空
間
の
レ
イ
ア

ウ
ト
に
関
す
る
研
究
」。

　

本
研
究
は
、
研
究
執
務
空

間
に
お
け
る
個
人
の
処
理
的

作
業
の
効
率
性
や
心
理
的
快

適
性
の
向
上
を
目
指
し
、
机

の
配
置
と
の
相
関
関
係
を
比

較
検
討
し
て
い
る
。
実
験
は

机
の
配
置
を
島
型
や
壁
型
な

ど
７
パ
タ
ー
ン
に
類
型
化
し

て
実
施
（
右
図
）。
被
験
者

８
人
が
文
字
入
力
作
業
を
行

い
、
入
力
文
字
数
や
心
理
評

価
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
配

置
ご
と
の
分
析
を
行
っ
た
。

結
果
、
壁
型
配
置
は
島
型
配

置
よ
り
明
ら
か
に
作
業
の
効

率
性
が
高
く
、
情
緒
的
心
理

評
価
が
高
い
。
島
型
配
置
は

空
間
的
心
理
評
価
が
高
い
。

　

綿
密
な
実
験
計
画
と
丁
寧

で
論
理
的
な
分
析
は
当
分
野

の
基
盤
と
な
り
得
る
信
頼
性

の
高
い
研
究
で
あ
る
と
高
く

評
価
さ
れ
た
。
オ
フ
ィ
ス
等

へ
の
応
用
が
期
待
さ
れ
る
。

　

機
械
工
学
科
の
二
ノ
宮
進

一
准
教
授
が
６
月
15
日

（
月
）、
精
密
測
定
技
術
振
興

財
団
の
品
質
工
学
賞
論
文
賞

を
受
賞
し
た
。
受
賞
論
文
名

は
「
大
型
プ
ラ
ン
ト
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
に
用
い
る
硬
質
肉

盛
溶
接
材
料
の
仕
上
げ
加
工

の
自
動
化
」。

　

本
研
究
で
は
、
日
本
の
発

電
コ
ス
ト
の
抑
制
を
目
的
と

し
て
、
石
炭
火
力
発
電
用
大

型
プ
ラ
ン
ト
で
あ
る
竪
型
ミ

ル
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
全
体

の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
と
ら

え
、
最
適
化
設
計
を
ラ
ボ
で

行
っ
た
あ
と
、
現
場
の
実
生

産
機
に
適
用
さ
せ
る
シ
ス
テ

ム
を
実
用
化
し
た
。
こ
れ
に

　

建
築
学
科
の
徐
華
准
教
授

が
日
本
建
築
学
会
の
２
０
１

５
年
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
。

受
賞
作
品
名
は
「
処
理
的
作

　

共
通
教
育
系
の
芳
賀
健
講

師
は
新
潟
大
学
の
酒
井
達
也

教
授
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
と

と
も
に
、
植
物
の
光
環
境
認

識
に
働
く
光
セ
ン
サ
ー

「
フ
ォ
ト
ト
ロ
ピ
ン
」
に
光

感
受
性
の
変
換
を
も
た
ら
す

分
子
機
構
が
存
在
す
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。
本
研
究

成
果
は
米
国
植
物
生
理
学
会

誌
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｔ 

Ｃ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
」
の
オ
ン
ラ
イ
ン

版
（
日
本
時
間
４
月
15
日
）

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

植
物
が
光
源
へ
と
成
長
方

向
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
を
光

屈
性
と
い
う
。
植
物
は
極
微

弱
光
の
光
源
で
は
光
感
受
性

の
高
い
光
セ
ン
サ
ー
、
太
陽

の
よ
う
な
明
る
い
環
境
で
は

光
感
受
性
の
低
い
光
セ
ン

サ
ー
を
使
い
分
け
て
光
強
度

の
大
き
く
異
な
る
環
境
を
認

識
し
て
い
る
。
芳
賀
講
師
ら

は
植
物
の
光
屈
性
反
応
に
働

く
光
セ
ン
サ
ー
「
フ
ォ
ト
ト

ロ
ピ
ン
１
」
が
極
微
弱
光
か

ら
強
光
ま
で
８
桁
以
上
の
光

強
度
の
異
な
る
光
環
境
で
働

く
こ
と
に
着
目
し
、
同
じ
光

　

７
月
３
日
（
金
）
の
午
後
、

学
友
会
館
で
工
業
技
術
博
物

館
後
援
会
の
春
季
特
別
講
演

会
並
び
に
第
25
回
総
会
が
開

催
さ
れ
た
。

　

特
別
講
演
会
で
は
、
近
年

大
き
な
話
題
と
な
っ
て
い
る

積
層
造
形
法（
付
加
製
造
法
、

３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
）
を
取
り
上

げ
、
株
式
会
社
ア
ス
ペ
ク
ト

代
表
取
締
役
の
早
野
誠
治
氏

を
招
い
て
「
Ａ
Ｍ
（
３
Ｄ
プ

リ
ン
タ
）
の
最
新
動
向
と
今

後
の
展
望
」
と
い
う
題
目
で

講
演
し
て
頂
い
た
。
こ
れ
ま

で
の
除
去
加
工
、
成
形
加
工

に
続
く
「
第
３
の
も
の
づ
く

り
法
」
と
も
い
わ
れ
る
こ
の

方
法
に
つ
い
て
、
定
義
・
分

類
か
ら
、
各
方
法
の
特
徴
、

応
用
・
用
途
、
装
置
の
動
向
、

取
り
巻
く
環
境
と
市
場
動

向
、
普
及
へ
の
提
言
、
我
が

国
の
政
策
ま
で
、
多
く
の
図

表
を
用
い
て
詳
細
に
話
さ
れ

た
。
後
援
会
会
員
の
ほ
か
、

理
事
長
、学
長
等
本
学
幹
部
、

機
械
工
学
科
の
学
生
な
ど
多

数
の
参
加
で
盛
況
で
あ
っ

た
。

　

総
会
で
は
、
高
山
一
成
後

援
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
後

援
会
の
平
成
26
年
度
の
事

業
・
決
算
報
告
、
27
年
度
の

事
業
・
予
算
案
が
審
議
さ
れ
、

原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。
な

お
、
総
会
に
先
立
っ
て
開
催

さ
れ
た
役
員
会
で
は
、
2
年

後
の
大
学
設
立
50
周
年
、
博

物
館
開
設
30
周
年
に
向
け
て

記
念
行
事
の
検
討
を
始
め
る

こ
と
も
決
定
し
た
。

　

そ
の
後
開
催
さ
れ
た
後
援

会
の
懇
親
会
に
は
、
柳
澤
理

事
長
、
波
多
野
学
長
等
の
出

席
も
得
て
、
早
野
氏
を
囲
ん

で
な
ご
や
か
な
懇
談
が
持
た

れ
た
。

　

平
成
27
年
度
第
一
回
杉
戸

宿
魅
力
再
発
見
有
識
者
委
員

会
が
、
６
月
26
日
（
金
）
に

開
催
さ
れ
た
。
座
長
に
は
前

年
に
引
き
続
き
波
多
野
純
学

長
が
就
任
。
当
日
は
主
に
推

進
体
制
及
び
方
向
性
に
つ
い

て
話
し
合
わ
れ
た
。
具
体
的

に
は
、
本
年
度
は
前
年
度
の

有
識
者
委
員
会
を
基
軸
と
し

た
体
制
を
踏
襲
す
る
な
か
で

新
た
に
実
行
委
員
会
組
織

「
杉
戸
宿
開
宿
４
０
０
年
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
」
が
設
け

ら
れ
た
。
さ
ら
に
は
、
前
年

度
設
置
し
た
作
業
部
会
「
食

資
源
開
発
部
会
」
は
継
続
・

拡
充
し
、
新
た
に
「
に
ぎ
わ

い
部
会
」「
古
民
家
再
生
・

活
用
部
会
」「
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
推
進
部
会
」
の
３
部
会
が

設
け
ら
れ
た
。
本
学
は
、
こ

の
新
設
３
部
会
で
よ
り
具
体

的
か
つ
実
践
的
な
検
討
、
活

動
を
進
め
て
行
く
予
定
と

な
っ
て
い
る
。

セ
ン
サ
ー
が
光
感
受
性
を
変

換
し
、
異
な
る
強
度
の
光
を

認
識
す
る
こ
と
を
初
め
て
明

ら
か
に
し
た
。

　

本
研
究
成
果
を
発
展
さ
せ

る
こ
と
に
よ
り
、
将
来
的
に

は
環
境
適
応
性
を
増
し
た
植

物
の
開
発
や
一
次
生
産
を
担

う
植
物
の
物
質
生
産
性
を
高

め
る
こ
と
に
繋
が
る
と
考
え

ら
れ
る
。

　

Ｗ
２
棟
は
生
活
環
境
デ
ザ

イ
ン
学
科
の
実
験
研
究
棟
と

し
て
平
成
25
年
５
月
に
宮
代

キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
竣
工
さ
れ

た
。
一
部
の
屋
根
や
壁
の
鉄

骨
が
剥
き
出
し
に
な
っ
て
い

た
り
、
自
動
ド
ア
の
制
御
機

器
等
の
カ
バ
ー
を
透
明
に
し

て
内
部
を
見
せ
る
な
ど
、
一

般
の
教
室
や
実
習
室
に
は
な

い
特
徴
を
備
え
て
お
り
、
建

築
を
学
ぶ
学
生
に
と
っ
て
生

き
た
教
材
と
し
て
活
用
さ
れ

て
い
る
。
そ
う
し
た
教
材
と

し
て
の
機
能
面
の
ほ
か
、
創

造
性
を
感
じ
さ
せ
る
空
間
デ

ザ
イ
ン
、
建
物
構
成
な
ど
が

高
く
評
価
さ
れ
た
。

各学科の担当者からキャンプの実施報告が行われた

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
キ
ャ
ン
プ
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

第
47
回
教
育
改
革
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

W２棟のエントランス付近

壁型（左）や島型（中）など机配置の一例植物が光源の方向に成長する光屈性の例

工
業
技
術
博
物
館
後
援
会

特
別
講
演
会
・
総
会
を
開
催

講師の早野氏

町内各所に設置されている杉戸宿案内板

杉
戸
宿
４
０
０
周
年
事
業
始
動

有
識
者
委
員
会
座
長
に
波
多
野
純
学
長
が
就
任

学　科 テーマ数 内　容
機械工学科 20 「ロボット技術の使い方」など
ものづくり環境学科 11 「家の中の地球資源を考えよう」など
創造システム工学科 15 「モータの豆知識」など
電気電子工学科 18 「のぞいてみよう”ナノ”の世界」など
情報工学科 20 「どこでもコンピュータ」など
建築学科 12 「環境に優しい住宅の設計手法」など
生活環境デザイン学科 9 「生活を彩るロッジアのデザイン」など
共通教育系 14 「セグウェイで体感するロボット制御の基礎」など

平成27年度出前授業プログラム

　平成27年度の出前授業プログラムは、
全国の工業高等学校及び高大連携校に4
月に配布している。出前授業は、全国の工
業高校や普通高校、小・中学校等で実施
されている。平成26年度の実施回数は95
回、受講者数は5,626名であった。
　出前授業プログラムは、下表のとおり計

119テーマが用意されている。プログラムの
内容は、各学科の専門性を生かし、高校
生たちの疑問に答えるものである。高校生
が工学や理学の世界に興味を持ち、その
世界に導かれるよう工学技術をわかりやすく
説明している。

昨年度は95回実施、5,626名が受講

　５月28日（木）ＬＣセンターにてビブリオバ
トルが開催された。ビブリオバトルとは、出
場者が薦める本をプレゼンし、観戦者との
質疑応答を経て、投票で優勝者を決定する
「書評合戦」である。出場学生５名による

工夫を凝らした発表
の結果、優勝は機
械工学科３年の八
木宜明君に決定。
貸出冊数無制限権
など賞品が贈られた。

ビブリオバトルを開催
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ホームカミングデーのご案内
　16回目を迎えるホームカミングデーが、若杉祭期間中の11月
１日（日）に開催される。卒業生、恩師、および現職の職員・
教員の出席者は毎年600名を越える。この日には研究室OB会や、
工友会の学科支部総会なども開催される。また、学内見学ツアー
を実施する。ご家族連れで、または同期の仲間と連れ合っての
参加を歓迎している。詳しくは、工友会および大学ホームペー
ジをご覧頂きたい。

新
会
長
に
沼
尻
裕
之
氏
が
就
任

原
隆
之
社
長
が
再
任

宮
代
会
総
会

Ｎ
Ｉ
Ｔ
ク
リ
エ
イ
ト
株
主
総
会

　

７
月
11
日
（
土
）
午
後
３

時
よ
り
、
群
馬
県
伊
香
保
温

泉
の
「
ホ
テ
ル
木
暮
」
に
て

宮
代
会
の
総
会
が
開
催
さ
れ

た
。
当
日
は
、
全
国
か
ら
23

名
の
会
員
が
参
加
。

　

議
事
は
、
慎
重
審
議
の

上
、
全
て
了
承
さ
れ
た
。
新

会
長
に
は
沼
尻
裕
之
氏
（
第

37
代
後
援
会
長
）
が
就
任

は
周
知
の
通
り
で
あ
る
が
、

今
回
の
講
演
で
は
、
幼
少
の

こ
ろ
練
習
の
た
め
友
達
と
な

か
な
か
遊
ぶ
こ
と
が
出
来

ず
、
辞
め
た
い
と
悩
ん
だ
話

や
試
合
で
勝
て
な
く
な
っ
た

時
の
立
ち
直
り
方
な
ど
に
つ

い
て
の
話
が
あ
り
、
ア
ス

リ
ー
ト
な
ら
ず
と
も
大
変
参

考
に
な
る
内
容
で
あ
っ
た
。

栄
監
督
も
自
身
の
選
手
時
代

の
葛
藤
や
指
導
者
と
し
て
の

苦
労
に
つ
い
て
語
っ
た
。
全

体
を
通
じ
て
２
人
の
掛
け
合

い
が
大
変
絶
妙
で
、
そ
れ
だ

け
で
監
督
と
吉
田
選
手
の
間

に
固
い
信
頼
関
係
や
絆
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

講
演
会
の
後
半
に
は
吉
田

選
手
の
サ
イ
ン
色
紙
を
か
け

た
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
や
、
貴

重
な
実
物
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

金
メ
ダ
ル
を
披
露
し
て
の
撮

影
会
が
催
さ
れ
、
大
い
に
盛

り
上
が
っ
た
。

　

今
回
は
、
我
々
が
テ
レ
ビ

な
ど
で
目
に
す
る
、
レ
ス
リ

ン
グ
ス
ー
ツ
を
身
に
纏
い
、

闘
志
を
む
き
出
し
に
し
た
吉

田
選
手
で
は
な
く
、
一
人
の

素
敵
な
女
性
と
し
て
の
一
面

を
垣
間
見
る
こ
と
の
で
き

た
、
大
変
素
晴
ら
し
い
講
演

会
と
な
っ
た
。

　

今
回
で
第
４
回
目
と
な
る

留
学
生
交
流
ツ
ア
ー
が
５
月

16
日
（
土
）、
17
日
（
日
）

に
実
施
さ
れ
た
。

　

故
郷
を
離
れ
て
暮
ら
す
留

学
生
た
ち
に
、
日
本
の
歴
史

や
文
化
を
知
っ
て
も
ら
う
こ

を
楽
し
そ
う
に
彫
る
留
学
生

の
姿
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

【
退
職
】

（
6
月
10
日
付
）

◆
秋
山
純
一
財
務
課
事
務
職

員（6
月
30
日
付
）

◆
井
上
総
枝
入
試
室
事
務
職

員

◆
呉　

志
良
准
教
授
（
留
学

生
別
科
）
／
出
張
先
＝
中
国

（
６
／
５
〜
６
／
14
）
／
目

的
＝
留
学
フ
ェ
ア
の
参
加
に

お
け
る
学
生
募
集
活
動

◆
古
閑
伸
裕
教
授
（
機
械
工

学
科
）
／
出
張
先
＝
ベ
ト
ナ

ム
（
６
／
６
〜
６
／
10
）
／

目
的
＝
ベ
ト
ナ
ム
協
定
機
関

に
お
け
る
学
生
募
集
活
動

◆
Ｖ
Ｕ　

Ｔ
Ｈ
Ｉ　

Ｈ
Ｕ
Ｙ

Ｅ
Ｎ
（
留
学
生
別
科
）
／
出

張
先
＝
ベ
ト
ナ
ム
（
６
／
６

〜
６
／
11
）
／
目
的
＝
同
前

◆
吉
田　

清
教
授
（
電
気
電

子
工
学
科
）
／
出
張
先
＝
ド

イ
ツ
（
６
／
７
〜
６
／
12
）

／
目
的
＝
Ｉ
Ｅ
Ｃ
（
国
際
電

気
標
準
会
議
）
Ｔ
Ｃ
94
国
際

会
議
へ
出
席

◆
吉
野
秀
明
教
授
（
電
気
電

子
工
学
科
）
／
出
張
先
＝
イ

ギ
リ
ス
（
６
／
７
〜
６
／

14
）
／
目
的
＝
２
０
１
５
年

Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
通
信
に
関
す
る
国

際
会
議
Ｉ
Ｃ
Ｃ
の
運
営
・
委

員
会
参
加

◆
黒
津
高
行
教
授
（
生
活
環

境
デ
ザ
イ
ン
学
科
）
／
出
張

先
＝
ネ
パ
ー
ル
（
６
／
10
〜

６
／
18
）
／
目
的
＝
ネ
パ
ー

ル
国
復
興
支
援
調
査
に
係
る

文
化
遺
産
の
被
災
状
況
調
査

◆
西
本
真
一
教
授
（
建
築
学

科
）
／
出
張
先
＝
ネ
パ
ー
ル

（
６
／
10
〜
６
／
18
）
／
目

的
＝
同
前

◆
高
瀬
浩
史
准
教
授
（
情
報

工
学
科
）
／
出
張
先
＝
ド
イ

ツ
（
６
／
21
〜
６
／
28
）
／

目
的
＝
国
際
レ
ー
ダ
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
２
０
１
５
に
お
い
て

研
究
発
表

◆
梅
崎
栄
作
教
授
（
機
械
工

学
科
）
／
出
張
先
＝
イ
タ
リ

ア
（
６
／
22
〜
６
／
28
）
／

目
的
＝
第
13
回
ク
マ
ム
シ
に

関
す
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

に
て
研
究
発
表

◆
松
田　

洋
准
教
授
（
情
報

工
学
科
）
／
出
張
先
＝
タ
イ

（
６
／
27
〜
６
／
30
）
／
目

的
＝
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
科
学
と

情
報
工
学
に
関
す
る
国
際
会

議
に
お
け
る
論
文
発
表

◆
古
閑
伸
裕
教
授
（
機
械
工

学
科
）
／
出
張
先
＝
台
湾

（
７
／
18
〜
７
／
21
）
／
目

的
＝
留
学
フ
ェ
ア
に
お
け
る

学
生
募
集
活
動

◆
劉　

雯
講
師
（
共
通
教
育

系
）
／
出
張
先
＝
台
湾
（
７

／
18
〜
７
／
21
）
／
目
的
＝

同
前

◆
廣
田
純
子
准
教
授
（
共
通

教
育
系
）
／
出
張
先
＝
カ
ナ

ダ
（
７
／
30
〜
８
／
25
）
／

目
的
＝
カ
ナ
ダ
語
学
研
修

（
実
践
異
文
化
理
解
）
の
引

率
お
よ
び
学
生
指
導

◆
山
中
章
子
講
師
（
共
通
教

育
系
）
／
出
張
先
＝
カ
ナ
ダ

（
７
／
30
〜
８
／
25
）
／
目

的
＝
同
前

◆
鈴
木
史
朗
主
任
（
財
務

課
）
／
出
張
先
＝
カ
ナ
ダ

（
７
／
30
〜
８
／
25
）
／
目

的
＝
カ
ナ
ダ
語
学
研
修
（
実

践
異
文
化
理
解
）
の
引
率
お

よ
び
研
修

と
を
目
的
と
し
て

い
る
。
今
年
度
か

ら
１
泊
２
日
と

な
っ
た
こ
と
で
時

間
的
な
余
裕
が
で

き
、
留
学
生
達
に

は
非
常
に
好
評
で

あ
っ
た
。

　

今
回
の
訪
問
地

は
、
栃
木
県
の
日

光
方
面
。
初
日
は

雨
模
様
で
あ
っ
た

が
、
２
日
目
は
幸

運
に
も
晴
天
に
恵
ま
れ
た
。

　

歴
史
的
建
築
物
の
見
学
だ

け
で
な
く
、
戦
場
ヶ
原
の
散

策
等
も
体
験
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
ま
た
伝
統
工
芸
の

「
日
光
彫
り
」
体
験
教
室
で

は
、七
寸
丸
盆
に
「
眠
り
猫
」

グ
日
本
代
表
の
吉
田
沙
保
里

選
手
、長
年
指
導
に
携
わ
っ

て
い
る
日
本
レ
ス
リ
ン
グ
協

会
強
化
委
員
長
の
栄
和
人
氏

を
講
師
と
し
て
招
い
た
。土

曜
日
に
も
関
わ
ら
ず
、多
く
の

教
職
員
、学
生
が
聴
講
し
た
。

　

吉
田
選
手
の
実
績
や
活
躍

　

５
月
30
日（
土
）、４
号
館
４

０
１
教
室
に
お
い
て
、今
年

で
４
回
目
と
な
る
体
育
会
と

学
生
支
援
部
共
催
の
ア
ス

リ
ー
ト
講
演
会
が
開
催
さ
れ

た
。今
回
は
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

金
メ
ダ
リ
ス
ト
で
世
界
選
手

権
15
連
覇
中
、女
子
レ
ス
リ
ン

　

Ｎ
Ｉ
Ｔ
ク
リ
エ
イ
ト
の
第

48
期
定
時
株
主
総
会
が
５
月

30
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
た
。

　

席
上
、
ま
ず
原
隆
之
社
長

よ
り
、
当
期
の
事
業
経
過
と

決
算
内
容
に
関
す
る
報
告
が

あ
り
、
質
疑
応
答
を
経
て
満

場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
任
期
満
了
に

伴
っ
て
取
締
役
５
名
が
重
任

し
、
新
た
に
4
名
の
幹
事
が

選
ば
れ
た
。

　

懇
親
会
は
後
援
会
理
事
の

皆
様
と
合
同
で
行
わ
れ
、
約

百
名
の
大
宴
会
が
盛
大
に
開

催
さ
れ
た
。
大
学
か
ら
も
柳

澤
理
事
長
、
波
多
野
学
長
を

は
じ
め
15
名
の
教
職
員
が
参

会
し
、
大
い
に
懇
親
を
深
め

た
。

さ
れ
、
社
長
に
は
原
隆
之
氏

が
再
任
さ
れ
た
。

　

原
社
長
よ
り
「
あ
ら
た
な

気
持
ち
で
こ
の
一
年
間
、
代

表
取
締
役
を
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
社
内
管
理
体
制
面

の
一
層
の
強
化
を
進
め
て
い

き
た
い
。」
と
決
意
表
明
が

あ
り
、
株
主
総
会
を
終
了
し

た
。

土
井
嘉
豊
氏
が
会
長
に
再
任

工
友
会
定
時
総
会

　

６
月
13
日
（
土
）、
一
般

社
団
法
人
日
本
工
業
大
学
工

友
会
定
時
総
会
が
学
友
会
館

に
て
開
催
さ
れ
た
。

　

第
１
号
議
案
で
は
、
平
成

26
年
度
事
業
報
告
・
収
支
報

告
・
監
査
報
告
、
第
２
号
議

案
で
は
、
平
成
27
年
度
事
業

計
画
案
・
収
支
予
算
案
の
報

告
、
第
３
号
議
案
で
は
、
理

事
お
よ
び
監
事
の
選
任
に
つ

い
て
審
議
さ
れ
、
上
程
の
全

て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
た
。

　

第
３
号
議
案
承
認
後
、
臨

時
理
事
会
が
行
わ
れ
、
引
き

続
き
会
長
に
土
井
嘉
豊
氏
、

副
会
長
に
大
島
敏
正
氏
、
横

山
賢
二
氏
、
事
務
局
長
に
清

水
博
幸
氏
が
選
出
さ
れ
た
旨

が
報
告
さ
れ
た
。

金メダルを披露する吉田選手（右）と栄監督

奥日光での記念撮影

日
光
で
歴
史
と
自
然
を
満
喫

第
４
回
留
学
生
交
流
ツ
ア
ー

女
子
レ
ス
リ
ン
グ

五
輪
金
メ
ダ
リ
ス
ト

吉
田
沙
保
里
氏
が
講
演

人
事
異
動

国
外
出
張

地域別教育懇談会開催日程
今年も全国22ヶ所で開催

開催日 主　　催 開　催　会　場 対象地域

 8/30（日）北海道 札幌市・KKRホテル札幌 北海道

〃 四国 高知市・高知県立県民文化ホール 四国

〃 九州 鹿児島市・かごしま県民交流センター 九州

 9/5（土） 岩手県支部 花巻市・渡り温泉 岩手県

〃 福島県支部 郡山市・清稜山倶楽部 福島県

 9/6（日） 栃木県支部 宇都宮市・ホテル丸治 栃木県

〃 群馬県支部 高崎市・高崎ビューホテル 群馬県

〃 近畿支部 尼崎市・ホテルホップインアミング 大阪府・兵庫県・京都府
奈良県・和歌山県・滋賀県

 9/12（土）茨城県支部 土浦市・ホテルマロウド筑波 茨城県

〃 長野県支部 長野市・長野第一ホテル 長野県

〃 山梨県支部 笛吹市・ホテル春日居 山梨県

 9/19（土）静岡県支部 静岡市・アイワンホール 静岡県

 9/21
（月・祝）新潟県支部 長岡市・長岡グランドホテル 新潟県

 9/26（土）秋田県支部 秋田市・秋田温泉さとみ 秋田県

〃 蔵王支部 山形市・悠湯の郷　ゆさ 山形県・宮城県

〃 千葉県支部 千葉市・バーディーホテル千葉 千葉県

〃 北陸支部 富山市・富山電気ビルディング 富山県・石川県・福井県

 9/27（日）青森県支部 青森市・青森国際ホテル 青森県

10/4（日） 近県 大学 東京都・埼玉県・神奈川県

10/10（土）西中国支部東中国支部 広島市・コンフォートイン広島平和大通 広島県・山口県・島根県
岡山県・鳥取県

〃 沖縄県支部 那覇市・沖縄県青年会館 沖縄県

10/11（日）東海支部 名古屋市・東京第一ホテル錦 愛知県・岐阜県・三重県

※日程および会場は都合により変更になる場合があります。詳細はご自宅に送付される案内
をご覧ください。

第
32
回

宮
代
町
民
ま
つ
り

宮代町
だより

196号

　

８
月
22
日
（
土
）、
23

日
（
日
）
の
２
日
間
、
進

修
館
周
辺
で
、
第
32
回
宮

代
町
民
ま
つ
り
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
日
中
は
、

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
サ
マ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
は
じ

め
、
日
本
工
業
大
学
の
大

学
祭
実
行
委
員
会
や
学
生

環
境
推
進
委
員
会
の
皆
さ

ん
に
よ
る
ゲ
ー
ム
や
ク
イ

ズ
な
ど
、
楽
し
い
イ
ベ
ン

ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。
ま

た
、
夕
方
か
ら
夜
に
か
け

て
は
、
駅
前
通
り
に
露
店

が
並
び
、
進
修
太
鼓
の
力

強
い
演
奏
が
一
層
ま
つ
り

を
盛
り
上
げ
ま
す
。
華
麗

な
衣
装
で
踊
る
流
し
踊
り

や
迫
力
満
点
の
み
こ
し
の

巡
行
も
あ
り
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
ぜ
ひ
お
越
し
い
た

だ
き
、
宮
代
の
熱
い
夏
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
本
田
技
研
工
業

の
創
立
者
、
本
田

宗
一
郎
を
ご
存
じ

の
方
は
多
い
だ
ろ

う
。
オ
ー
ト
バ
イ

自
動
車
販
売
か
ら

徐
々
に
マ
ー
ケ
ッ

ト
を
拡
大
し
、
世
界
的
ト
ッ

プ
メ
ー
カ
ー
に
成
長
さ
せ
た

い
わ
ば
、
伝
説
上
の
人
物
で

も
あ
る
▼
彼
の
著
書
に
『
私

の
手
が
語
る
』
が
あ
る
。
そ

の
中
に
「
人
間
が
、
色
々
な

問
題
に
ぶ
つ
か
っ
て
、
は
た

と
困
る
、
と
い
う
こ
と
は
す

ば
ら
し
い
、
チ
ャ
ン
ス
な
の

で
あ
る
。」
と
い
っ
た
文
章

を
見
つ
け
た
▼
こ
の
言
葉
は

彼
の
考
え
る「
真
の
教
育
論
」

と
理
解
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

自
分
で
ト
ラ
イ
し
て
、
そ
れ

で
も
駄
目
な
ら
、
他
者
の
手

を
借
り
て
も
い
い
と
読
み
解

く
こ
と
が
出
来
よ
う
。
他
者

の
存
在
を
知
る
だ
け
で
も
無

駄
に
は
な
ら
な
い
か
ら
だ
▼

ま
さ
に
、「
苦
境
」
で
あ
る

こ
と
こ
そ
が
真
の
教
師
な
の

だ
と
教
示
し
て
い
る
。
現
代

の
教
育
に
対
す
る
、
彼
の
舌

鋒
は
鋭
い
。
学
校
や
教
師
に

対
す
る
批
判
ば
か
り
で
は
な

く
、
家
庭
教
育
に
つ
い
て
も

厳
し
い
言
を
発
し
て
い
る
▼

再
度
読
み
返
し
た
い
。【
信
】

編 集 後 記

体
育
会
・
学
生
支
援
部
共
催
ア
ス
リ
ー
ト
講
演
会

竹
内
淳
彦
さ
ん

学
校
法
人
日
本
工
業
大
学

名
誉
理
事
・
日
本
工
業
大

学
名
誉
教
授

平
成
27
年
６
月
19
日
逝
去

謹
ん
で
御
冥
福
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す

訃　

報


